
血清中インジウム検査のご案内

京都工場保健会衛生検査所では平成23年4月よりICP-MSを導入し、
血清中インジウム検査の分析を実施しています。

平成25年1月1日付で労働安全衛生関係規則が
改正され、インジウム化合物を取り扱う作業
者は特殊健康診断において血清中インジウム
濃度の検査が必要となっています。

インジウム化合物は主に液晶パネル、タッチ
パネル、太陽電池などの電極に使用されてい
ます。また、研削粉の吸入によって、
発がん性を含む肺疾患を起こすことが確認さ
れており、健康への影響が懸念されています。

平成23年6月から平成27年7月までに
22206件の検査を実施しています。

インジウムについて

検査所要日数 7日

実績

分析結果報告(納期)

26年度上期
26年度下期

平均日数 最長日数

2.41
2.34 5

5
（当検査所稼働日において

受付日の翌日を1日目とします）



①梱包箱

梱包説明

①梱包箱 ②しきり ③キャッチクール
(吸水式保冷剤)

④ダンボール ⑤保冷用バック

⑥チャック付ビニール袋 ⑦検査依頼書

①梱包箱

手順

白い梱包箱（①）を組み立て、中にしきり（②）をはめます。
このとき、しきりがはずれやすいので注意してください。
スピッツを入れ、ふたを閉めます。・・（A）

①梱包箱
チャック付ビニール袋（⑥）の中に（A）とキャッチクール（③）を入
れ、なるべく空気が入らないようにしてビニール袋を閉じます。（B）
ダンボール（④）の底をガムテープでとめて組み立て、
中に（B）を入れます。

①梱包箱
上部をガムテープでとめたダンボールと検査依頼書(⑦）を
保冷用バック（⑥)に入れます。

左右の端を折りたたみ、中央をガムテープでしっかりとめてください。

お問い合わせ・送付先

①梱包箱

〒 604-8472 京都市中京区西ノ京北壺井町67番地
一般財団法人京都工場保健会衛生検査所

FAX 075-823-0527TEL 075-823-2591

http://www.kyotokojohokenkai.jp/health/担当：福井 良成 （フクイ ヨシナリ） y-fukui@hokenkai.jp

★事前にキャッチクール（③）に水を含ませ冷凍してください


